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下記リンクよりRed Hat 学習管理システムへアクセス可能です。
注意：リンクをブラウザにコピーしてから、ブックマークしてください

https://training-lms.redhat.com/Saml/AuthRequest?sitename=redhat

1. ホーム

①メニュー

　メインのナビゲーションです。

ホーム

受講予約

受講履歴

レポート

注文履歴

②ユーザプロファイルツールバー

　プロフィールへのアクセス、言語の変更、レッドハットへのお問い合わせが可能です。

③検索カタログ

　こちらの検索カタログから受講希望のコース、受験希望の試験を検索頂けます。
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2. コースの検索

①ホーム画面の検索カタログからご希望のコースを検索することができます。

レッドハットトレーニングコース一覧

*トレーニングコースの提供方法とコースコードの違い
教室コース：品川御殿山や日本橋茅場町の会場(教室)で講師がリアルタイムにコースを提供します。
コード：末尾に何も付かない(例：RH124、DO180、AD248など)

バーチャルトレーニングコース：PCの画面越しにリアルタイムで講師がコースを提供します。
コード：末尾に「VT」が付く(例：RH124VT、DO180VT、RH294VTなど)

セルフペースコース：テキストまたはビデオ動画を元に自習型で学習頂くコースです。

コード：末尾に「SP」が付く(例：RH124SP、DO180SPなど)

レッドハットラーニングサブスクリプション：1年間有効な自習型サブスクリプションコースです。
コード：頭に「LS」が付く(例：LS120、LS220など)

*認定試験の提供方法とコースコードの違い
教室試験：品川御殿山の会場(教室)で受験頂く試験です。
コード：末尾に何も付かない(例：EX200、EX280、EX294など)

個人試験(試験ブース)：日本橋茅場町会場に設置されているブースで受験する試験です。
コード：末尾に「K」が付く(例：EX200K、EX280Kなど)

個人試験(リモート試験)：お手持ちのPCに試験環境をご準備頂き、受験する試験です。
コード：末尾に「K」が付く(例：EX200K、EX280Kなど)

※試験ブースとリモート試験は、コースコードは同じもので、購入後にスケジュールシステムにてブースま

たはリモートを選択することが可能です。

②カタログの検索フィールドに記入または以下のように項目の選択によって絞り込みができます。

・コース名またはキーワード

・提供方法（Virtual Training, Classroom, Examなど)
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・会場

・クラス言語

・クラスステータス

・特定の期間に始まるクラス

・カテゴリー

3. コースの申し込み(購入)

Step 1. 受講コースの選択
ホーム画面の検索バーにご希望のコースを入力すると、該当コースが検索結果として表示されます。

(例：RH124VTを検索部分に入力し、Enterキーを押すと、以下のスケジュールが出てきます。)

検索バーにRH124VTと入力します。システム管理者コースIのバーチャルトレーニングです。

レッドハットトレーニングコース一覧

(検索結果)

「レッドハットシステム管理 I」に関連するコースが表示されますので、提供方法にご注意頂き、ご希望の
提供コースの「詳細」または「カートに追加」をクリックします。
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こちらでご希望のコースや日程をご確認頂き、「カートに追加」をクリックします。

カートに追加後、以下のウィンドウが現れますので「購入」をクリックします。

他にも追加するコース・試験がありましたら「ショッピングを続けます」をクリックします。
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Step 2. 申し込みコース(ショッピングカート)の内容確認

①カート内が一覧表示されますので、追加したコース・試験の日程などに間違いがないかご確認くださ

い。もし、誤って追加されたコース・試験などは、右側の「操作」の下にあるゴミ箱のアイコンにて削除す

ることが可能です。

②数量を選択します。

③会社名は購入者様の企業名(なるべく正式名)を入力します。
④あなたは非課税カスタマーですか？([いいえ]をご選択ください)は、「いいえ」にチェックを入れます。
⑤内容に問題がないか、今一度ご確認頂き、「次」をクリックします。

※ここでは、まずコース・試験のご購入手続きですので、受講者登録はこの後もっと先です。

※Red Hat Learning Subscription(例：LS120, LS220)、Red Hat Online Learning(例：RH124R)、Red
Hat Video Classroom(例：RH124VC)は、「数量」の左隣に「開始日」が表示されますので、ご希望の開
始日を設定し、お申し込みください。
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Step 3. 請求書送付先の入力
①請求先住所を確認します。

Red HatログインID作成時に登録した住所がはハイライト黄色で既に選択されています。変更がなけれ
ば「次」をクリックします。(初めてご利用の場合、何も表示がないケースがあります。その場合は、②の
手順で請求先を追加します。)
※トレーニングユニット利用の場合、これに基づいて別途弊社からの請求はありませんが、システムの仕

様上ご登録が必須となります。

②住所変更等が必要な場合、

新たに請求書送付先を入力します。また、請求先を変更したい場合も、こちらで追加登録が可能です。

「請求先住所の追加」 をクリックし、入力フォームに新しい請求先情報を入力し、「保存」をクリックし、上

記①の画面に戻ります。

「請求先住所の追加」をクリックすると、登録アカウント情報または新規の登録が可能です。

1つ目が既にレッドハットアカウントにご登録頂いている住所となります。
2つ目が新規にご登録頂けるブランクのフォームとなりますので、ご選択ください。
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「お客様のレッドハットアカウントの情報から」を選択すると、このような画面になります。

ご確認頂き、問題なければ「保存」をクリックします。

「ブランクのフォームから」を選択すると、以下のようにブランクのフォームとなります。

必須事項をご入力頂きましたら、「保存」をクリックします。
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Step 4. 支払い方法を選択・確定する

　お支払い方法は、下記よりご選択いただけます。

A.  クレジットカードによるお支払い
クレジットカードによるお支払いは、Visa、 Mastercardにのみ対応しております。
領収書の発行はしておりません。入金確認書を送付する事は可能です。

B.  注文書(PO : Purchase Order )によるお支払い
注文書によるお支払いは、Red Hatが信用取引を行っているお客様に限られます。
注文書によるお支払いを選択されてお申込みされた場合、コース・試験終了後に請求書をお送り致しま

す。

なお、編集可能な注文書サンプル(Excel)をご用意しておりますので、ご利用ください。

C.  トレーニングユニットによるお支払い
トレーニングユニットをご購入いただいたお客様は、有効なトレーニングユニット番号(TUAナンバー)を
ご入力いただく事で、コースのお申し込みが可能です。

コース・試験登録後、お申込みいただいたコース・試験のトレーニングユニット数が引き落としされます。

A. 【クレジットカードによるお支払いの場合】
①クレジットカード払いの場合は、支払い方法から「クレジットカード」を選択します。

②保存されたクレジットカードまたは新しいクレジットカードを選択し「次」をクリックします。
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③「新しいクレジットカード」を選択すると、以下の新規登録画面となり、クレジットカードの情報を登録する

ことができます。必要事項をご入力のうえ、「Pay」をクリックします。
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B. 【注文書(PO : Purchase Order )によるお支払いの場合】(再販パートナー様のみ)

①支払い方法のプルダウンメニューで「注文書」を選択します。

②注文書のアップロード

以下の内容が記載されている注文書式（サンプルフォーマット参照）をアップロードして添付します。

- 会社名
- 任意の注文書番号（PO）
- 注文書に記載のコースコードと申込のコースコードが一致していること
- 注文書に記載の金額とシステムで表示される金額が一致していること
- レッドハットの法人格名（レッドハット株式会社）を正式に記載
- お客様名、請求先住所、出荷先住所を正式に記載
-  支払期限（原則　請求書発行後30日以内）

③上記①でアップロードされた注文書に記載されている任意の注文番号を「発注番号」欄に入力します。

④内容に問題がなければ、「次」をクリックします。
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C. 【トレーニングユニットによるお支払いの場合】

①支払い方法のプルダウンメニューで「トレーニングユニット」を選択します。

②トレーニングユニット欄にお手持ちのトレーニングユニット番号(TUAナンバー)を入力し、
　「適用します」をクリックします。

③内容に問題がなければ、「次」をクリックします。

※各お支払い方法にて「お見積りとして保存」をクリックされた場合の手続きは20〜22ページで
ご案内致します。
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Step 5. オーダーを確定する

オーダー内容が表示されますので、問題がなければ、「利用規約に同意する」にチェックを入れ、「注文」を

クリックします。この段階でオーダーが確定し、受講者登録はこの後です。

後ほど受講者登録をされる場合は、このまま「注文完了」クリックで完了してください。
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Step 6. 続けて受講者を登録する

上記でご注文が確定し、既に受講者が確定している場合は、続けて受講者登録ができます。

・ご自身を受講者登録される場合

　「ご自身を受講者登録する」をクリックしてください。

　「割り当てられた学生」の下にご自身のお名前が出てきますので、ご確認頂き、間違いなければ「注文完

了」をクリックしてください。

・他の方を受講者登録される場合

　「他者を受講者登録する」をクリックしてください。
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　「登録」のタブをクリックし、受講・受験希望者のレッドハットログインIDを「ユーザー名」のフィールドにご入
力し、「ユーザーを検索」をクリックしてください。

　※この時に、IDが間違っている、IDではなくメールアドレス(IDにしていない場合)、IDの前後にスペースが
ある、などありますとエラーが出ますので、ご注意ください。

「ユーザー検索を」クリック頂き、受講者様のIDがヒットしますと、右側に「学生を選択」
という形で受講者様のお名前が表示されます。間違いなければ「続行」をクリックします。

オーダー頂きました人数分のご登録が可能ですので、こちらでご登録ください。

「このオーダーはすでに上限に達しています」というメッセージは、エラーメッセージではなく、

5名様分のオーダーでしたら、5人目のお客様を検索された際に表示され、「このお客様で上限」
というご案内ですので、ご安心ください。
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受講者・受験者の選択と登録が全て完了しますと、以下の画面に戻り、「割り当てられた学生」

の下にご登録頂いた受講者名が表示されますので、間違いなければ「注文完了」をクリックします。

注文が完了しますと、以下の画面が表示され、6桁の注文番号が表示されます。

これで注文は完了です。

お申し込みを続けて行う場合は「ショッピングを続けます」を、注文履歴をご確認されたい場合は

「注文履歴」をクリックしてご確認頂くことが可能です。
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4. 注文履歴の確認
1.学習管理システムにログインします。
2. 「注文履歴」から「注文履歴」を選択します。※(現在システム内にあるすべての注文が表示されます。)

3. 注文番号(リンク)をクリックし詳細を表示します。
注文の詳細ページでは、注文に関連するすべての情報が表示されます。

注文履歴の画面からは、下記の処理が可能です:
①注文の印刷やキャンセル (キャンセル詳細を入力したい場合はページの下部にある「表示」をクリック)

②オーダーの詳細表示

③ライセンスキーの表示、割り当て

④オーダーファイルのアップロード、表示

⑤オーダー数の表示

⑥連絡先の詳細表示

⑦請求先住所表示
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5. ライセンスキー(エンロールメントキー)による受講者の登録

ライセンスキー(エンロールメントキー)は、ご注文完了時に購入人数分作成されます。
コース・試験購入後、以下の手順で受講者の割り当てを行ってください。

この時、受講者のRed Hat ログインIDが必要となります。

※Red HatログインIDをお持ちでない受講者には、別紙『Red Hatアカウント登録ガイド』を参照のうえ、ID
をご取得頂けるようご案内ください。

シナリオ１：受講者自身がコース割り当てを行う場合

(会社の申込責任者や再販パートナー様からライセンスキー(エンロールメントキー)の通
知があり、自身で受講予定のコースに受講者割り当てを行いたい場合など）

①学習管理システムにログインします。

②「注文履歴」から「ライセンスキー」をクリックすると下の画面に進みます。

③こちらの「エンロールメントキー」の欄に通知があったキーを入力し「有効化」します。

　これで受講者の登録が完了します。(エンロールメントキーは16文字です)
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シナリオ２：受講者からRed HatログインIDを取得し、代理で受講者割り当てを行う場合
(会社の申込責任者や再販パートナー様が、受講者からRed HatログインIDを取得して
代理で受講者割り当てを行いたい場合など）

①学習管理システムにログインします。

②「注文履歴」から「注文履歴」をクリックし、割り当てたいオーダーを探します。

③オーダーが見つかったら、注文番号をクリックして詳細を表示します。

④画面右「エンロールメントキーを使用する」をクリックします。

⑤「他者を受講者登録する」を選択し、「次」をクリックします。

⑥「登録」タブをクリックし、「ユーザー名」に受講者のRed HatログインIDを入力し「ユーザーを検索」を
クリックします。※画面右側に「ユーザーが在籍します」と表示されます。もし、IDが間違っているな
どの場合はここに出てこないので、正確なIDをご入力ください。

⑦「登録」をクリックします。この方法で注文している座席数分を受講者登録できます。
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6. 「見積もりとして保存」をクリックし保存した後の手続き

オーダー登録の途中で「見積もりとして保存」をクリックしますと、確認のウィンドウが現れ、

「OK」をクリックするとオーダーが見積もりとして保存されます。見積もりとして保存した場合
でも、仮の６桁の注文番号が発行されます。
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このオーダーの登録を続ける場合でも、キャンセルする場合でも、「注文履歴」からショッピング

カートに移動する必要があります。

「注文履歴」から、該当するオーダーの６桁の番号をクリックします。

次に、詳細画面が表示されますので、「カートに追加」をクリックします。

21



確認用のウィンドウが現れますので、「次」をクリックし、再度確認のウィンドウが現れますので「OK」をク
リックします。

上記のウィンドウでクリックしましたら、ショッピングカートのページに移動しますので、ここから選択された

コースや試験の購入手続きを進める、または削除することが可能です。
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7. キャンセル/日程変更

次の条件の下で、購入したオーダーをキャンセル／日程変更することができます。

クラスルームトレーニング/バーチャルトレーニング/リモートクラスルーム
・コース開始日の14日前までキャンセルすることができます
・コース開始日の14日前までスケジュールを変更することができます。
・Red Hatの利用規約に従い、提供開始日の7日前までであれば代理受講は認められます。
・レッドハットトレーニング担当宛にご連絡ください。

バンドルコース

・バンドルオーダーの中で最も早いコースの開始日が14日以上前である場合、バンドル全体をキャンセル
することができ、これは、クラスルームトレーニング/バーチャルトレーニング／リモートクラスルームの
みに適用されます。

・バンドルの一部をキャンセルすることはできません。

Self-paced/Lab/Subscription
・オーダーのキャンセルは原則認められていません。

・開始日の変更は原則認められていません。

・代理受講は原則認められていません。

個人(オンライン・キオスク)試験
・オーダーのキャンセルは原則認められていません。

・受験日のスケジュール変更は可能ですが、以下スケジューラーでの変更手続きが必要です。

　URL：https://rhtapps.redhat.com/individualexamscheduler/#/AuthenticateUser
・試験開始時間24時間を切ってのキャンセルは、受験権限の消化対象となります。
・代理受験は認められていません。

注意：

ご自身でオーダー登録(購入手続き)をされた場合のみ、上記基準にてキャンセル/日程変更等を行うこと
が可能です。再販パートナー様からのご購入や、申込責任者など他の方がオーダー手続きを行ったコー

ス・試験のキャンセルや日程変更は、それぞれオーダー手続きを行った方にご依頼ください。なお、その

場合にも上記基準が適用されますので、期限等についてはご注意ください。

Red Hatのトレーニングポリシーについては、こちらをご参照ください。
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７－１．オーダーのキャンセル (オプション１)

※支払いステータスが「アクティブ」の状態では一切の変更手続きができませんので、ステータスが「

Booked」または「Payment Received」となっていることをご確認ください。

①学習管理システムにログインします。

②「注文履歴」から「注文履歴」を選択し、キャンセルしたいオーダーを検索します。

③オーダーが見つかったら、注文番号をクリックして詳細を表示します。

④画面上部の「キャンセル/注文の払い戻し」ボタンをクリックします。

⑤複数のライセンスキー(エンロールメントキー)がある場合、注文の「一部」または「全て」の注文キャ
ンセルをするオプションがあります。

a. 操作
b. 数量
c. キャンセルの可否

⑥オーダーの一部をキャンセルするには、ドロップダウンメニューから「部分キャンセル」を選択し、

オーダーから削除するアイテムを選択します。下の画像では、未使用のライセンスキーがキャンセ

ルされています。割り当てられていたライセンスキーはそのまま残ります。

オーダー全体をキャンセルするには、すべてのアイテムを選択するか、ドロップダウンメニューから

「全てのキャンセル」を選択します。

⑦「次」をクリックします。

⑧「保存」 をクリックして確認します。

注意：

・キャンセルは、一部の申し込みまたは全体に適用することができます。

・一部の申し込みだけをキャンセルする場合は、バンドル内のすべてのアイテムをキャンセルする必要が

あります。割引による部分的なキャンセルは認められません。
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７－２．オーダーのキャンセル (オプション２)

※支払いステータスが「アクティブ」の状態では一切の変更手続きができませんので、ステータスが「

Booked」または「Payment Received」となっていることをご確認ください。

①学習管理システムにログインします。

②「注文履歴」から「注文履歴」を選択し、キャンセルしたいオーダーを検索します。

③オーダーが見つかったら、注文番号をクリックして詳細を表示します。

④画面上部の「キャンセル/注文の払い戻し」ボタンをクリックします。
⑤キャンセルしたいオーダーの下部までスクロールして「表示」をクリックします。

⑥キャンセルしたいコース名と受講生が間違いないか確認します。

⑦「キャンセルの理由」ドロップダウンから最も適した理由を選択します。

⑧「保存」をクリックし、確認のポップアップ画面も問題なければ「OK」をクリックします。
⑨確認画面が表示されます。

また、キャンセルしたオーダーのステータスが「キャンセルされました」という表示に変わります。

他のオーダーをキャンセルする際も、残りのオーダーを保持して同じ手順でキャンセルが可能です。
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７－３．オーダーの日程変更

※支払いステータスが「アクティブ」の状態では一切の変更手続きができませんので、ステータスが「

Booked」または「Payment Received」となっていることをご確認ください。
※日程変更可能期限を過ぎての変更はお客様ご自身で行っていただくことはできません。

①学習管理システムにログインします。

②「注文履歴」から「注文履歴」を選択し、日程変更したいオーダーを検索します。

③オーダーが見つかったら、注文番号をクリックして詳細を表示します。

④オーダー詳細ページに移動しますので、下部までスクロールし「表示」をクリックします。

⑤ポップアップ画面で「取引の詳細」が現れますので、下部までスクロールし「スケジュールを変更す

る」をクリックします。

　　

⑧新しいウインドウが開き、今後の開催日程が表示されます。

　空き状況をご確認頂き、変更先のコース・試験を選択し、「保存」をクリックします。

　　　　※コース・試験は、必ずオーダー時と同じコース・試験でのみ、日程変更が可能です。

⑨注文履歴画面に、新しい日にちと時間が反映されますので、必ずご確認ください。
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付録 A：バンドルコースの申し込み(購入)
バンドルコース(認定試験付きコース)は、他のコース・試験と同様にカタログ検索ができますが、
購入したいバンドルコースのタイプに応じて、カートにコンポーネントを追加する必要があります。 詳細は
以下をご参照ください。

①学習管理システムにログインします。

②ホーム画面右「検索カタログ」の虫メガネをクリックします。

　既に購入したいバンドルコードが決まっていれば、コード入力での検索も可能です。

③「カタログの検索」に移動しますので、コース名やキーワードを入力するか、「タイプ」で「バンドル」を

選択するなどし、「検索」をクリックします。

④「検索」をクリックすると、下に検索結果が表示されます。

　バンドルコース詳細は、コース名(リンクになっています)をクリックして確認ができます。

⑤右の「バンドルの表示」をクリックし、コンポーネントの選択を行います。

⑥１でコース、２で試験が選択できますので、ラジオボタンで選択します。

　この際、受講方法・日程・会場などお間違いないようにご注意ください。

　バンドルコースは、コース・試験共に必ず選択してからお手続きに進める形となります。

⑦全てのコンポーネントの選択が完了したら、「カートに追加」をクリックします。

⑧カードに追加後は、通常通りのご購入手続き・受講者登録手続きとなります。

　(本ガイド3. コースの申し込み(購入)のStep 2. 申し込みコース(ショッピングカート)の内容確認参照)
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付録 B：サブスクリプションの申し込み(購入)

サブスクリプションとは、以下が対象となります。

●Self-paced 　(Red Hat セフルペースコース)
●RHLS (Red Hat Learning Subscription)　(Red Hat ラーニングサブスクリプション)
●Online Labs (オンラインラボ)

①サブスクリプションの期間は各コースで異なり、コース開始日は購入者によって「購入時に」決定す

ることが可能です。 「3.コース申し込み(購入)」の「Step 2. 申し込みコース(ショッピングカート)の内
容確認」の段階で、購入者は、サブスクリプションの開始日を必ず選択しなければなりません。

②コース開始日の選択完了後は、通常通りのご購入手続き・受講者登録手続きとなります。

　(本ガイド3. コースの申し込み(購入)のStep 2. 申し込みコース(ショッピングカート)の内容確認参照)

注意：

各サブスクリプションご購入の際は、受注処理までに時間を要することがありますので、ご購入日から３

～５営業日後の日程で開始日の設定を行って頂ければスムーズに学習を開始することができます。
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FAQ

Q．質問がある場合、または技術的サポートが必要な場合、どこに連絡すればいいですか？
A．Red Hatトレーニング担当(support.japan.training@redhat.com)宛にご連絡先ください。 問題解決ま
でにお時間を頂く可能性もございます。

Q．プロモーションコードやディスカウントコードなど割引コードは使用できますか？
A．使用可能です。割引に関するコードは、学習管理システムで 購入の際に「支払い方法選択」の画面に
て入力箇所がございます。

Q．エンドユーザー(受講者)がRed HatアカウントやログインIDを作成する時の案内方法は？
A．Red Hatアカウント登録ガイド(PDF)をご案内ください。

Q．私(またはエンドユーザー)が、自分のRed HatアカウントやログインIDに関連するパスワードを忘れた
場合、 パスワードをリセットするにはどうすればよいですか？

A．Red Hatカスタマーサービス(customerservice-jp@redhat.com)にご連絡ください。

Q．コース・試験が満席になった場合は、待機リストに追加できますか？
A．待機リストはありませんので、Red Hatトレーニング担当(support.japan.training@redhat.com)宛にお
問い合わせください。

Q．ライセンスキー(エンロールメントキー)とは何ですか？ どうすれば使えますか？
A．ライセンスキー(エンロールメントキー)は、コース・試験をご購入頂いた際に、ご購入人数分作成され
る、受講者登録番号のようなものです。こちらのコードを使用して、購入済みのコース・試験に受講者

としてお客様のRed HatログインIDを紐付けることができます。
ライセンスキー(エンロールメントキー)は、購入者による使用も、受講者本人での使用も可能です。
購入者と受講者が違う場合で受講者自身で割り当てを行いたい場合は、購入者はライセンスキー

(エンロールメントキー)を受講者に通知する必要があります。
ご利用方法は「5. ライセンスキー(エンロールメントキー)による受講者の登録」をご参照くださ
い。

ご不明点やご質問は、Red Hatトレーニング担当(support.japan.training@redhat.com)まで。

29

mailto:support.japan.training@redhat.com
mailto:customerservice-jp@redhat.com
mailto:support.japan.training@redhat.com
mailto:support.japan.training@redhat.com

